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1劇され↓参瀬著は世紀の末文シ

も慈盟辞‐盛1縦費f恵
厚い雲が立ち込めたが、薄日の
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参
加
者
――
春
日
井
市
玉
野
町
で

（福
本
精

一
さ
ん
提
供
）
　
　
　
　
　
一

ト

ン

乗
に
縦
二
肝
、

横
一
・
五

済
の
白
い
幕
を
置
き
、

約

八
十
肝
離
れ
た
地
点
か

ら
鏡
で
太
陽
反
射
光
を
映

!射

す

し
た
。

参
加
者
は
幕
に
映

っ
た
直
径
約
七
十
寺
の
太

陽

の
姿

に
大

喜

び

だ

っ

た
。ト

ン
ネ
ル
外

に
は
、

長

さ
四
肝
分
酔
寿
律
の
節
を

抜
い
て
作

っ
た
投
影
機
な

ど
十
機
を
置
い
た
”
ピ
ン

ホ
ー
ル
カ
メ
ラ
の
原
理
を

応
用
し
、

欠
け
、

満
ち
る

太
陽
を
白

い
紙

に
映
し

た
。同

市
高
森
台
小
三
年
細

川
若
葉

ち

や
ん

ａ
Ｃ
は

「太
陽
が
、

欠
け
る
月
の

よ
う
に
見
え
て
す
ご
か
っ

た
」
”
同
市
玉
野
町
、

梶

田
勝
司
さ
ん
食
う
は

「日

食
は
小
学
生
の
時
に
す
り

ガ
ラ
ス
越
し
に
見
て
以

来
。

ト
ン
ネ
ル
跡
を
訪
れ

る
の
は
三
回
目
だ
が
、

地

域
の
財
産
と
な
り
つ
つ
あ

る
。

ぜ
ひ
活
用
し
て
い
っ

て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

８
倍
の
抽
選
通
っ
た

３０
人
が
観
察
楽
し
む

小
牧
の
中
部
公
民
館

○
十
小
牧
市
小
牧
の
中

部
公
民
館
四
階
で
も
市
施

設
活
用
協
△式
市
教
委
な

ど
が
観
望
会
を
開
催
。

倍

率
八
倍
の
抽
選
を
通
っ
た

二
十
人
が
参
加
し
た
。

桃

陵
中
、

篠
岡
中
科
学
部
員

や
同
市
の
天
文
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ら
の
支
援
を
受
け
、

バ
ル

コ
エ
ー
か
ら
専
用
メ

ガ
ネ
で
日
食
を
観
察
。

室

内
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト

で
中
継
さ
れ
た
曽
既
日
食

の
映
像
も
流
さ
れ
た
。

雲
の
上
で
目
を
凝
ら
す

′ｊヽ空窒
雌
輸
送
機
に
親
子
ら
搭
乗

○
…

雲
の
上
か
ら
の
観

察
会
を
開
い
た
の
は
、

航

空
自
衛
隊
小
牧
基
地
”
Ｃ

ｌ
３
０
輸
送
機
を
使
い
、

小
学
生
と
そ
の
親
ら
十
九

人
が
搭
乗
し
た
。

午
前
十
時
五
十
分
に
基

地
を
飛
び
立
っ
た
輸
送
機

は
、

北
陸
上
空
を
回
る
ル

ー
ト
で
約
一
時
間
飛
行
し

た
。

高
度
約
六
千
三
百
肝

に
到
達
す
る
と
、

日
食
グ

ラ
ス
を
か
け
た
児
童
ら
が

操
縦
席
上
部
に
あ
る
窓
ガ

ラ
ス
か
ら
欠
け
た
太
陽
に

目
を
凝
ら
し
た
。


